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様式１（第７条第１項：軽微な設計変更） 様式１

【記入例 １】

○　○　○　○　建設工事

△△建設株式会社

（ 円 ）

円

（ 円）

％

（内容）

）

）

■了解　　□別途（□回答）します。

※2部作成し、発注者受注者それぞれ１部づつ保管する。

第　回設計変更打合せ簿

工 事 名

発 議 者 発注者

設計変更による

工期

現工期

（内消費税額） 150,000
変更工期

15.0

平成　24年　   6月　　1日 200

概算増 （減 ）額 3,150,000 平成　25年　　2月　20日 日間

設計変更の内容

平成　    年　    月　　 日

増 減 比 率 平成　    年　　  月　    日 日間

　 平成24年8月10日付け工事打合せ簿　件名「工事測量結果と現地の相違について」で

報告があったことについて、調査を行ったところ、設計図書と現地の相違が確認されました

ので、沖縄県農林水産部建設工事設計変更要領第７条第1項の規定に基づき、NO ○○～

NO○○、についての設計図書を別添のとおり変更します。

　 概算増額については、上記内容のとおりですが、内訳は下記のとおりです。

　 また、同要領第10条による請負代金額の変更契約は、後日集約のうえ行います。

概算増額内訳（※詳細は別紙参照）

・基盤切盛　　        　  -210,000 円（減額1.0％）

・基盤(岩）切盛　　　  　3,360,000 円（増額16.0％）

                   合計  　3,150,000 円

処
理
・
回
答

平成 　24 年   8月   16日

添付図面　　　・（変更数量表３枚、　変更図面３枚,　概算増額内訳表２枚）

受
注
者

上記について

（コメント）

主任技術
者（監理技
術者）

センター所長
課長
（所長）

現場技術
員

現　 場
監督員

主　 任
監督員

担当班長

当初請負代金額

（内消費税額）

受注者
現　 場
代理人

発議年月日 平成 ２４年 ８月１５日

21,000,000

1,000,000

受 注 者 名
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様式１（第７条第１項：軽微な設計変更） 様式１

　　　　※概算増減額を記載しない場合 【記入例 ２の１】

○　○　○　○　建設工事

△△建設株式会社

（ 円 ）

円

（ 円）

％

（内容）

）

）

■了解　　□別途（□回答）します。

※2部作成し、発注者受注者それぞれ１部づつ保管する。

主　 任
監督員

現　 場
監督員

現場技術
員受注者

現　 場
代理人

主任技術
者（監理技
術者）

センター所長
課長
（所長）

担当班長

添付図面　　　・（変更数量表３枚、　変更図面３枚）

処
理
・
回
答

受
注
者

上記について

（コメント）

平成 　24 年   8月   16日

 　なお、概算増額については、平成○年○月○日迄に提示を行う予定です。

報告があったことについて、調査を行ったところ、設計図書と現地の相違が確認されました

ので、沖縄県農林水産部建設工事設計変更要領第７条第1項の規定に基づき、NO ○○～

NO○○、についての設計図書を別添のとおり変更します。

 　ただし、運土計算等に時間を要していることから、概算額の確定に至っておりません。

概算額については、別紙変更数量総括表のとおり、基盤切盛○○ｍ3の減、基盤（岩）切盛

○○ｍ3の増等などから軽微な変更の手続きの範囲と想定されます。

増 減 比 率 平成　    年　　  月　    日 日間0.0

設計変更の内容

　 平成24年8月10日付け工事打合せ簿　件名「工事測量結果と現地の相違について」で

平成　    年　    月　　 日

200

概算増 （減 ）額 平成　25年　　2月　20日 日間

21,000,000

（ 内消費税額） 1,000,000

設計変更による

工期

現工期
平成　24年　   6月　　1日

（内消費税額） 0
変更工期

第　回設計変更打合せ簿

発 議 者 発注者 発議年月日 平成 ２４年 ８月１５日

工 事 名

受 注 者 名

当初請負代金額

【解説】
　現場条件の変更等に伴い土工数量の変更が生じる場合、新たに運土計算等の作業
が必要となり、概算増減額の把握に時間を要することが想定される。原則、軽微な変
更手続きを行う場合は、概算増減額の提示を行い請負者の了解を得るものとするが、
当該変更が軽微な変更に該当することが明らかで、かつ請負者の了解が得られる場
合に限り、概算増減金額の記載がなくても、軽微な変更を行うことができるものとす
る。ただし、概算額提示予定時期を必ず記載し、請負者の押印（了解）を得ることとす
る。また、発注者は概算増減額の早期の確定に努め、確定しだい請負者に本様式で
了解を得るものとする(,※記入例２の２参照）。
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様式１（第７条第１項：軽微な設計変更） 様式１

【記入例 ２の２】

○　○　○　○　建設工事

△△建設株式会社

（ 円 ）

円

（ 円）

％

（内容）

）

）

■了解　　□別途（□回答）します。

※2部作成し、発注者受注者それぞれ１部づつ保管する。

主　 任
監督員

現　 場
監督員

現場技術
員受注者

現　 場
代理人

主任技術
者（監理技
術者）

センター所長
課長
（所長）

担当班長

添付図面　　　・（概算額内訳表　３枚）

処
理
・
回
答

受
注
者

上記について

（コメント）

平成 　24 年   8月   28日

件について、概算増額が確定したので報告します。

　 なお、同要領第10条による請負代金額の変更契約は、後日集約のうえ行います。

増 減 比 率 平成　    年　　  月　    日 日間15.0

設計変更の内容

　 平成24年8月15日付け第○回設計変更打合せ簿で軽微な変更変更手続きをおこなった

平成　    年　    月　　 日

200

概算増 （減 ）額 3,150,000 平成　25年　　2月　20日 日間

21,000,000

（ 内消費税額） 1,000,000

設計変更による

工期

現工期
平成　24年　   6月　　1日

（内消費税額） 150,000
変更工期

第　回設計変更打合せ簿

発 議 者 発注者 発議年月日 平成 ２４年 ８月１５日

工 事 名

受 注 者 名

当初請負代金額
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様式１（第８条第３項：重要な設計変更） 様式１

【記入例 ３】

○　○　○　○　建設工事

△△建設株式会社

（ 円 ）

円

（ 円）

％

（内容）

）

）

■了解　　□別途（□回答）します。

※2部作成し、発注者受注者それぞれ１部づつ保管する。

主　 任
監督員

現　 場
監督員

現場技術
員受注者

現　 場
代理人

主任技術
者（監理技
術者）

センター所長
課長
（所長）

担当班長

添付図面　　　・（変更数量表３枚、　変更図面３枚,　概算増額内訳表２枚）

処
理
・
回
答

受
注
者

上記について

（コメント）

平成 　24 年   8月   16日

・基盤切盛　　           -1,050,000 円（減額1.0％）

・基盤(岩）切盛　　　  　21,000,000 円（増額18.1％）　←増額が2,000万円以上なので重変に該当

                   合計  　19,950,000 円  　

※軽変か重変の判断は、増減のぞれぞれに適用して判断する。相殺された金額(比率)ではない。

ので、沖縄県農林水産部建設工事設計変更要領第第８条第3項の規定に基づきNO ○○

～ＮO ○○、についての設計図書を別添のとおり変更します。

　 概算増額については、上記内容のとおりですが、内訳は下記のとおりです。

　 なお、変更契約の手続きは同要領第10条に基づき早急に行います。

概算増額内訳（※詳細は別紙参照）

平成　    年　　  月　    日 日間19.0

設計変更の内容

　 平成24年8月10日付け工事打合せ簿　件名「工事測量結果と現地の相違について」で

報告があったことについて、調査を行ったところ、設計図書と現地の相違が確認されました

950,000
変更工期

平成　    年　    月　　 日

200

概算増 （減 ）額 19,950,000 平成　25年　　2月　20日 日間

増 減 比 率

受 注 者 名

当初請負代金額 105,000,000

（ 内消費税額） 5,000,000

設計変更による

工期

現工期
平成　24年　   6月　　1日

（内消費税額）

第　回設計変更打合せ簿

発 議 者 発注者 発議年月日 平成 ２４年 ８月１５日

工 事 名
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様式１（第８条第３項：重要な設計変更） 様式１

【記入例 4】

○　○　○　○　建設工事

△△建設株式会社

（ 円 ）

円

（ 円）

％

（内容）

）

）

■了解　　□別途（□回答）します。

※2部作成し、発注者受注者それぞれ１部づつ保管する。

工 事 名

受 注 者 名

当初請負代金額 21,000,000

第　回設計変更打合せ簿

発 議 者 発注者 発議年月日 平成 ２４年 ８月１５日

（内消費税額） 1,000,000

設計変更による

工期

現工期
平成　24年　   6月　　1日

（内消費税額） 150,000
変更工期

平成　    年　    月　　 日

増 減 比 率 平成　    年　　  月　    日 日間15.0

200

概算増 （減 ）額 3,150,000 平成　25年　　2月　20日 日間

～ＮO ○○、についての設計図書を別添のとおり変更します。

　 概算増額については、上記内容のとおりですが、内訳は下記のとおりです。

　 なお、変更契約の手続きは同要領第10条に基づき早急に行います。

設計変更の内容

　 平成24年8月10日付け工事打合せ簿　件名「工事測量結果と現地の相違について」で

報告があったことについて、調査を行ったところ、設計図書と現地の相違が確認されました

ので、沖縄県農林水産部建設工事設計変更要領第第８条第3項の規定に基づきNO ○○

※軽変か重変の判断は、増減のぞれぞれに適用して判断する。相殺された金額(比率)ではない。

添付図面　　　・（変更数量表３枚、　変更図面３枚,　概算増額内訳表２枚）

概算増額内訳（※詳細は別紙参照）

・基盤切盛　　        　-1,850,000 円（減額9.0％）

・基盤(岩）切盛　　　  　5,000,000 円（増額23.8％）←増額の比率が20％以上なので重変に該当

                   合計  　3,150,000 円

処
理
・
回
答

受
注
者

上記について

（コメント）

平成 　24 年   8月   16日

課長
（所長）

担当班長
主　 任
監督員

現　 場
監督員

受注者
現　 場
代理人

主任技術
者（監理技
術者）

センター所長
現場技術
員
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